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区　分 サービス等 内　容 区　分 サービス等 内　容

訪問介護（ホームヘル
プ）

訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者の自宅を訪問し、食事・排泄・入浴などの介護（身体介
護）や、掃除・洗濯・買い物・調理などの生活の支援（生活援助）を行う。通院などを目的とした
乗車・移送・降車の介助サービスを提供する事業所もある。

福祉用具貸与
指定を受けた事業者が、利用者の心身の状況、希望及びその生活環境等をふまえ、適切な福祉用具
を選ぶための援助・取り付け・調整などを行い、福祉用具を貸与。福祉用具を利用することで日常
生活上の便宜を図り、家族の介護の負担軽減などを目的として実施する。

訪問入浴介護
利用者の身体の清潔の保持、心身機能の維持回復を図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目指
して実施。看護職員と介護職員が利用者の自宅を訪問し、持参した浴槽によって入浴の介護を行
う。

特定福祉用具販売
福祉用具販売の指定を受けた事業者が、入浴や排泄に用いる、貸与になじまない福祉用具を販売。
福祉用具を利用することで日常生活上の便宜を図り、家族の介護の負担軽減などを目的として実施
する。

訪問看護
利用者の心身機能の維持回復などを目的として、看護師などが疾患のある利用者の自宅を訪問し、
主治医の指示に基づいて療養上の世話や診療の補助を行う。

住宅
改修

住宅改修
居宅要介護（支援）被保険者が，手すりの取付けや段差の解消等の住宅改修を行ったときに住宅改
修費を支給。

訪問リハビリテーショ
ン

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などが利用者の自宅を訪問し、心身機能の維持回復や日常生
活の自立に向けたリハビリテーションを行う。

認知症対応型通所介護

認知症の利用者を対象にした専門的なケアを提供するサービスで、認知症の利用者が通所介護の施
設（デイサービスセンターやグループホームなど）に通い、施設では、食事や入浴などの日常生活
上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サービスなどを日帰りで提供すること
により、自宅にこもりきりの利用者の社会的孤立感の解消や心身機能の維持回復だけでなく、家族
の介護の負担軽減などを目的として実施。
施設は利用者の自宅から施設までの送迎も行う。

居宅療養管理指導
在宅で療養していて、通院が困難な利用者へ医師、歯科医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、歯科
衛生士などが家庭を訪問し療養上の管理や指導、助言等を行うサービス。
また、ケアマネジャーに対して、ケアプランの作成に必要な情報提供も行う。

小規模多機能型居宅介
護

利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への
「訪問」を組合せ、家庭的な環境と地域住民との交流の下で日常生活上の支援や機能訓練を行う。

通所介護（デイサービ
ス）

自宅にこもりきりの利用者の孤立感の解消や心身機能の維持、家族の介護の負担軽減などを目的と
して実施。利用者が通所介護の施設（デイサービスセンターなど）に通い、施設では、食事や入浴
などの日常生活上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サービスなどを日帰り
で提供する。生活機能向上グループ活動などの高齢者同士の交流もあり、施設は利用者の自宅から
施設までの送迎も行う。

認知症対応型共同生活
介護（グループホー
ム）

認知症の利用者を対象にした専門的なケアを提供するサービス。利用者が可能な限り自立した日常
生活を送ることができるよう、認知症の利用者が、グループホームに入所し、家庭的な環境と地域
住民との交流の下で、食事や入浴などの日常生活上の支援や、機能訓練などのサービスが受けられ
る。グループホームでは、1つの共同生活住居に5～9人の少人数の利用者が、介護スタッフととも
に共同生活を送る。

通所リハビリテーショ
ン（デイケア）

利用者が通所リハビリテーションの施設（老人保健施設、病院、診療所など）に通い、食事や入浴
などの日常生活上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サービスなどを日帰り
で提供。

地域密着型特定施設入
居者生活介護

指定を受けた入居定員30人未満の有料老人ホームや軽費老人ホームなどが、食事や入浴などの日常
生活上の支援や、機能訓練などを提供。

短期入所生活介護
（ショートステイ）

自宅にこもりきりの利用者の孤立感の解消や心身機能の維持回復だけでなく、家族の介護の負担軽
減などを目的として実施。介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）などが、常に介護が必要な方
の短期間の入所を受け入れ、入浴や食事などの日常生活上の支援や、機能訓練などを提供します。

地域密着型介護老人福
祉施設入所者生活介護

入所定員30人未満の介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）が、常に介護が必要な方の入所を受
け入れ、入浴や食事などの日常生活上の支援や、機能訓練、療養上の世話などを提供。地域密着型
介護老人福祉施設入所者生活介護は、明るく家庭的な雰囲気があり、地域や家族との結びつきを重
視した運営を行うこととされている。

短期入所療養介護
（ショートステイ）

療養生活の質の向上及び家族の介護の負担軽減などを目的として実施。医療機関や介護老人保健施
設が、日常生活上の世話や、医療、看護、機能訓練などを提供する。

複合型サービス（看護
小規模多機能型居宅介
護）

利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への
「訪問（介護）」に加えて、看護師などによる「訪問（看護）」も組み合わせることで、家庭的な
環境と地域住民との交流の下で、介護と看護の一体的なサービスの提供を受けることができる。

特定施設入居者生活介
護

指定を受けた有料老人ホームや軽費老人ホームなどが、食事や入浴などの日常生活上の支援や、機
能訓練などを提供。

介護老人福祉施設（特
別養護老人ホーム）

入所者が可能な限り在宅復帰できることを念頭に、常に介護が必要な方の入所を受け入れ、入浴や
食事などの日常生活上の支援や、機能訓練、療養上の世話などを提供。
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は、入所者の意思や人格を尊重し、常に入所者の立場に
立ってサービスを提供することとされている。

居宅介護支援（ケアマ
ネジメント）

ケアマネジャーが、利用者の心身の状況や置かれている環境に応じた介護サービスを利用するため
のケアプランを作成し、そのプランに基づいて適切なサービスが提供されるよう、事業者や関係機
関との連絡・調整を行う。居宅介護支援は、特定のサービスや事業者に偏ることがないよう、公正
中立に行うこととされている。

介護老人保健施設
在宅復帰を目指している方の入所を受け入れ、入所者が可能な限り自立した日常生活を送ることが
できるよう、リハビリテーションや必要な医療、介護などを提供。

夜間対応型訪問介護
24時間安心して生活できるよう、夜間帯に訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者の自宅を訪問。
「定期巡回」と「随時対応」の2種類のサービスがある。

介護療養型医療施設

長期にわたって療養が必要な方の入所を受け入れ、入所者が可能な限り自宅で自立した日常生活を
送ることができるよう、機能訓練や必要な医療、介護などを提供。
介護療養型医療施設は、入所者の意思や人格を尊重し、常に入所者の立場に立ってサービスを提供
することとされている。

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

定期的な巡回や随時通報への対応など、利用者の心身の状況に応じて、24時間365日必要なサービ
スを必要なタイミングで柔軟に提供。また、サービスの提供にあたっては、訪問介護員だけでなく
看護師なども連携しているため、介護と看護の一体的なサービス提供を受けることもできる。

審査支払手数料 介護給付費請求書の審査支払にかかる国保連合会への手数料。

高額介護サービス等給
付費

介護サービスの利用料（同一世帯の居宅サービス・施設サービスの合計額）の１ヶ月の支払が一定
の上限額を超えた場合、その超えた部分について「高額介護サービス費」として支給。

高額医療合算サービス
等給付費

医療保険、介護保険の両方を受けることにより自己負担額が著しく高額となり、その自己負担額の
合算額が、世帯の所得区分ごとに定められた上限額（算定基準額）を超えた場合、その超えた部分
について「高額医療合算サービス等給付費」として支給。

地域支援事業
要支援・要介護状態となる前からの介護予防を推進するとともに、地域における包括的・継続的な
マネジメント機能を強化する観点から市町村が実施する事業で、「介護予防事業」、「包括的支援
事業」、「任意事業」で構成。

居宅

 介護保険サービス等の内容

福祉
用具

地域
密着

その他

常に看護師による観察を必要とする難病、認知症、脳血管疾患後遺症等の重度要介護者又はがん末
期患者を対象にしたサービスで、自宅にこもりきりの利用者の孤立感の解消や心身機能の維持回復
だけでなく、家族の介護の負担軽減などを目的として実施。
利用者が通所介護の施設に通い、施設では、食事や入浴などの日常生活上の支援や、生活機能向上
のための機能訓練や口腔機能向上サービスなどを日帰りで提供する。施設は利用者の自宅から施設
までの送迎も行う。

療養通所介護

施設


